
夫婦やパートナーとの日常生活についてのアンケート 第3章　調査結果の分析

10　自由意見

■ ＤＶの現状や意識に関して

No. 回　　　　　　　　　　答 年代 性別

1

暴力は絶対に許されないこと。でも，今すぐに暴力がなくなるとは思えない。少
しずつでも暴力が減っていけばいいと思う。そのためには家族や地域など周りの
協力が必要。男女共同参画行政はとても良いことだと思うので，頑張ってもらい
たい。

18～19歳 女性

2

夫から物を投げられるなど，のＤＶ及び実家と電話（子どもも同じく）も禁止で
とても苦しかったです。しかし，私の都合だけで子どもから父親を奪って良いの
か，悩んでいます。ＤＶを受けないよう，先回りして機嫌をとる。そんな毎日で
す。精神的にも疲れ，精神科に毎月通い服薬しています。もっと，どういうもの
が暴力なのか，ただ，叩いたり蹴ったりすることだけが暴力ではないということ
を，また，それを見る子ども達が将来どういうふうにそのことを受け止めるか，
子どもにとってもそれは精神的虐待になるということも連動し，訴える必要があ
ると感じます。

20歳代 女性

3

愛がないのに結婚してはいけないと思うし，もしお互いが愛し合っていても愛情
を感じられなくなって，お互いの身体を傷つけたり，逸脱行動をしてしまう場合
には，第三者的に物事を考えるためにも，（公的な余地の中で一時的にも）物理
的かつ精神的距離を設定する必要が生じてくると思う。悲しく，主観的な“思
い”から生じてくるある種“デリケートな社会問題”である男女間の（性）暴力
について，客観的な概念を問いながら，問題に取り組んでいただけたらと思いま
す。

20歳代 女性

4
暴力によって苦しんでいる女性が多くいるので助けてあげたいと思っています。
暴力はなかなか直りません。きっと誰にも言えずに苦しんでいる女性がたくさん
いると思うので，積極的に助けて欲しいと思います。

20歳代 女性

5

現在，再婚でとてもいい主人に恵まれ，幸せな日々を過ごせていますが，前回の
結婚ではＤＶで辛い思いをしました。まだ法律もなく，家の中のことを外部には
話しづらい・・・・という感じでした。もっと，話しやすく，相談しやすい機関
があればよいと思います。セクハラはもっともっとこれがセクハラの言動という
のを鹿児島の中高年の男性に周知して欲しいと思います。

30歳代 女性

6

問8に記入しました。暴力は，する方も，される方にも，何らかの問題があると
考えるからです。現在起こっていることの対応は，もちろんとても重要だと思い
ますが，将来暴力の再生産を断ち切る為にも，教育への投資は必要であると考え
ます。

30歳代 女性

7

私自身，今回のアンケートにあるような内容を実際に経験（体験）したことはほ
とんど（全く）ありませんが，現実に世間では毎日のように起こりうることで，
また，ニュース等でも報道されるような重大な事件に結びつくような事案もある
のかと思うと，胸が痛くなる次第です。こういったことが，一つでもなくなり，
すべての方々が幸せな日常生活，家庭生活を送れるような社会になってほしいと
願っています。

30歳代 女性

8

友達が2人の子どもを抱え暴力が原因で離婚しました。まだ小学1年と2歳です。
彼も暴力を受けて育っているようです。繰り返すと聞きました。悪いことをして
いるという意識がないとも聞いたことがあります。暴力を行う側の地道な意識改
革ができるための施設，カウンセリングを充実させて欲しいです。行う側を減ら
すことが問題解決につながると思います。

30歳代 女性

9
暴力を振るう人は，暴力を振るわれて育った家庭環境が大きく影響していると思
う。根は深く，暴力を振るう本質を変えることは難しいと思う。

30歳代 女性
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10

今回過去を振り返って非常に辛かったことを思い出しました。いつもならば考え
ないように避けていました。これらのことが（ＤＶ）社会から一日もなくなって
いって欲しいと思いました。男性側のＤＶやセクハラに関しての意識が非常に低
いと感じています。

30歳代 女性

11

実際に夫から奥さんに手を上げているところを見てしまったが，どう対応してい
いかわからなかった。周りの人も知らんぷりで通っていった。結局夫はその場を
立ち去っていった。またその夫より仕返しがあるのではないかとビクビクしなが
ら日をすごした。対処法も知りたい。

30歳代 女性

12

このアンケートは，暴力を受けたことを前提に作られているように思います。人
間関係上，問4などは，1～2回あるのは当然なのでは。ない方がおかしいので
は。要は，そうこうしながら築く人間関係が大切なので，問4からドメスティッ
ク・・・・・と結びつけるのは，ちょっと・・・，と思う私は，幸せなのか，お
めでたいのか，わけ分からんことですみません。

40歳代 女性

13

無差別殺人やＤＶなどの増加が最近よく聞かれています。幼い頃の体験や，なか
なか自分の事が分かってもらえないイライラからきて，言葉でなく，態度（暴
力）に表れていると思います。幼き頃から，これくらいの暴力をされると，どう
なるのか，そしてどう相手がどう思うのかを，兄弟げんか，子どもどうしのけん
かなどを通し，身につけてきている人がかなり少なくなったのも原因ではないか
と推測されます。幼き頃からの教育と，ＴＶ番組でも刑事ものが多く，目にあま
る暴力シーンや殺人シーンが多いのも，規制の対象にすべきだと思います。相手
を“思いやる”気持ちは，誰でも持てると思います。その気持ちを忘れずに，持
ち続けられるような生活環境が整うといいと思います。

40歳代 女性

14

毎日の生活の中で，お互いを思いやり，よく話し合い，理解することが夫婦の間
には大切だと思います。夫の暴力がある人は，絶対に我慢してはいけないと思い
ます。冷静に話ができるときに，自分の辛さを夫に理解してもらえるよう，コ
ミュニケーションをとることが大切だと思います。

40歳代 女性

15

人間には情というものがあるので，周囲の人間がＤＶを受けている人に対して，
あるいは虐待を行っている人に対していくら制止しても本人が「大丈夫」とか
「虐待はしてない」と言ってしまえば周囲の人間はどうしようもありません。法
に頼るというのもどうかとは思いますが，“こういうことはＤＶにあたる”“あ
あいうことは虐待にあたる”という基準を市井に生きる人たちに徹底して，違反
していることが明らかなら必ず警察等公的機関に通報してくださいときっちりし
てないと，ＤＶ，虐待等はなくならないと私は感じました。周囲の人間も振りま
わされます。

40歳代 女性

16

私自身は経験はありませんが，身近なところで暴力を受け離婚したり，ストー
カー被害に悩み薬を内服する等があると他人事ではないです。暴力を受けるのは
多少本人にも問題があると思いますが，日常化するのはやはり暴力を振るう人に
問題があると思います。自覚がなければ治療，教育も難しいと思われますが，こ
れから先は必要かと思います。もし自分が被害者であれば，とりあえず安心して
いられる場所と，これから先どうすればよいのかという不安を解消することだと
思います。あまり参考にはならないかもしれませんが，少しでもお役に立てれば
幸いです。

40歳代 女性

17

ＤＶは犯罪であるということをＴＶを通じてもっと伝えるべきでは？受けてる側
は伝えることにより，更にひどくなるのではとの心配から言えない人も多いと思
うので，アフターが（加害者，被害者共）とても大切だと思う。逃げる隠れるし
かない方法は，被害者には不利。加害者は生い立ちからを聞いてあげて，心の中
をすっきりさせるなり，何か方法を探すべきと思う。

40歳代 女性
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18
暴力を振るう夫から逃げ，離婚要求しているのに，もう何年も離婚できずにいる
知り合いがいる。○年以上そういう状態が続いたら，離婚成立というふうにはな
らないのか？

50歳代 女性

19
日常的に酒を飲んで，暴力を振るったりする人は，一生直らないと聞いていま
す。そういう人とであった人は不運だと思って，同情というものを捨ててすぐ別
れるべきだと思います。

50歳代 女性

20 いじめも同じで暴力を振るう人間がいなくなれば，被害者も出てこない。 50歳代 女性

21
最初が肝心だと思います。暴力はだんだんエスカレートしてゆくものなので，取
り返しがつかなくなる前に，ピシッと予防する手立てをとるべきだと思います。

50歳代 女性

22

自分はそうではなくても知人に配偶者からの暴力を受けた人を何人か知っていま
す。彼女達は誰にも言えず，親兄弟にすら言えず，1人で苦しんでいました。本
人が言えないのであれば，それを目撃した他人が通報できるように，こういう法
律があることを世間の人に周知させなければいけないと思います。

50歳代 女性

23

私の場合はこういう経験がないので，その立場になってみないと分からない。し
かし縁というものはたくさんあるようでないもの。出会った時のことを思い出し
てほしいですね。ありがとう，感謝を忘れなかったらうまくいくと思うのですけ
ど・・・・。

50歳代 女性

24

自分では，幸いこのアンケートのような辛い目にあったりしてなかったので，回
答に苦慮しましたが，自分の周りにも，知人や娘の友人の中にこのような状況に
置かれている話を聞いたりすると，憤りで何とかならないものかと家族でよく話
しています。子供がこういう状況にあったら，公的支援で助けてもらいたいので
すが，配偶者や恋人であったら，自分の意思で何とか自立できないもの
か・・・・と思います。（ずるずると我慢して，こんなものと諦めているケース
を見聞きすると腹が立ちます。）第二の犠牲者（子供に対する影響等・・・）を
つくらない為にも，強い心で対処してもらいたいと願います。

50歳代 女性

25

殴る，蹴るというようなことではないのですが，一度だけ頭をゲンコツでこづか
れたことがあります。こんなことが，これから先もあるといけないと思い，「口
の中を切って，気分が悪い」とおどかしました。夜中でしたが病院を受診し，先
生には正直に話しました。ちゃんとカルテに残っていること，診断書も書いても
らえることなどを伝えました。芽は小さいうちに摘み取ることが肝心かと思いま
す。それ以来，手をあげられたことはないです。もっと，もっと，ＰＲも必要だ
と感じます。

50歳代 女性

26

とても誠実な伴侶に恵まれたので，私達家族は穏やかに幸せに暮らしています。
しかし，夫の実家はテレビドラマを見ているような複雑な家族です。義父は，若
い頃より義母に殴る蹴るの暴力・・・・・，それがもとのケガで入院したり，私
達の家に逃げてきたりと未だに解決できません。今ではお互いに相手が早く死ぬ
ことだけを生甲斐にしている始末です。不幸な事故が起きないことを祈りながら
他人のケアマネージャーさんやヘルパーさんだけが頼りです。ストレスで私は原
因不明の難病を発症しました。（人間性を否定されるようなショックな暴言）治
療法もなく定期的に診察を受け，進行しないことを祈るしかありません。これも
義父や義母，義妹の言葉の暴力などによる間接的ＤＶだと確信しています。

50歳代 女性

27
夫婦であれば色々あってもお互いに話し合いの場を持ち，また，我慢も大事では
と思います。

50歳代 女性
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28
暴力の件だけでしたが，ひどい無言の暴力もあります。何日も無言を続け，そし
て精神的にストレスを与えることもあります。この件はどのように解決されるの
でしょうか。

60歳以上 女性

29 暴力は犯罪であると思います。 60歳以上 女性

30
暴力行為は絶対に許されないと思いますので，このアンケート調査をしっかりと
有効利用していただきたいと考えます。

60歳以上 女性

31

日常生活についてのアンケートを読ませていただいたとき，話は色々聞いており
ましたが結構暴力も多いのだなあとつくづく感じました。私など平和な家庭に育
ち，優しい主人に巡り会うことができ，何事もなく過ごしてまいりましたが，あ
りがたいことでした。要するに心と心で和やかな付き合いをすれば暴力も防げる
のではないでしょうか。私が小学4年生のとき，国語の時間に「心と心」という
のを習いました。記憶をたどってみました。「心と心」軒下にはらばえる黒き
犬。憎らしき黒と思えば黒もまた意地悪き人と見るらん。はをむきて，うっとう
なりて垣を出て行く。縁側にうづくまる三毛のねこ。愛らしき三毛と思えば三毛
もまた慕わしき人と見るらん。尾を立てて，のどを鳴らしてわれにすり寄る。

60歳以上 女性

32

私個人としては現在まで配偶者から暴力を受けたことは一度もありませんので，
どんなときに配偶者が暴力を振るうのか理解できないのですが，暴力に苦しんで
いる方，それが理由で離婚に至る家庭があるとしましたら，子どもの教育にも悪
影響を与えるでしょうから，配偶者の暴力は行政の力で防止し，被害者やその家
族を保護してあげるべきだと思います。従って，配偶者等からの暴力の防止，男
女共同参画行政に関する意見には賛成いたします。

60歳以上 女性

33

普段はとても優しい人でしたけど，やはりこっちが相手の気に障るようなことを
言ったり嫌味を言ったりすると，口下手な人でしたので，ついそこにあった物を
投げつけたり，大声を出したりしてました。でもだいぶ後で，人に話をしている
のを聞いたのですが，投げるのも（私に）当たらないように投げるのに苦労した
と，冷蔵庫や水屋に小さな傷がついてました・・・・。なるべく相手に合わせて
ハイハイと聞いて機嫌の良いときに少しずつ遠まわしに注意もすればいいので
しょうけどね・・・・。相手ばかりが悪くはないでしょう。

60歳以上 女性

34

夫は気に入らないと，大声でどなったり，暴力を振るったりします。とても短気
で他人が聞いていても平気です。高齢ですが直りません。子どもにも手をあげる
こともあります。生まれ持った性格でしょうか。外見は優しそうでしたが，見か
けではない生活してみないと分からないものです。

60歳以上 女性

35

暴力を振るうということ，何か原因があると思います。お互い相手を思いやる，
ご主人を立てる（我々年代の考えかもわかりません）。暴力を振るうという事態
あまり理解できません。持って生まれた性格もおおいにあると思いますが，親が
愛情一杯で育てたならば，一生懸命親のやるべきことをその時その時にやってあ
げたなら，困ったことは起きないのではと思います。

60歳以上 女性

36
暴力が身体的なものを多く問われている気がするが，言葉の暴力によるもの，ま
た，離婚による経済的なこと等にも配慮が多く望まれるのでは？

60歳以上 女性

37

ドメスティックバイオレンス・セクハラ・ストーカー行為等は昔からあったと思
う。今，個人やプライバシーを重んじるためにいい意味でのおせっかい（立入
り）が少なくなったので，身内で解決することなく社会でするようになりつつあ
ると思う。核家族の弊害だと思います。また今の若い人は，人の意見等聞く耳を
持たないので，ことが大きくなるような気がする・・・・。今，幸せなのでこん
なことを言えるのかな？

60歳以上 女性
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38

多くの場合，経済的に不安がある場合に，気持ちに余裕がなくなって，イライラ
しなくても済む事柄に，つい怒ってしまうケースが多いのではないかと思いま
す。お金がすべてではないが，お金があることで，心に余裕が生まれるのはある
のではないでしょうか。表に出てくる暴力（身体面・心理的）にだけ焦点を置く
と，大切なポイントを見逃すのではないでしょうか。なぜ，こうなるのかを冷静
に暴力を振るってしまう本人に，しみらせて，分からせるかはとても理屈ではみ
んな分かるけれど，それを直すことは長いスパンを見ないといけないのでは。頭
で「分かってる｣「分かってるつもり」がいちばんやっかい。

30歳代 男性

39

確かに暴力は良くないけども，言葉だけでの会話，話し合いで済むことばかりで
はない。今の子供が大人になったときの社会がどうなっているのか，また，今
色々な理解しがたい事件などが起きているが，まだまだ社会の状況が崩れていっ
ているような気がする。このような状況の中，人間関係が良くなっていくとは思
えない。何か早めに手を打って欲しい。

30歳代 男性

40
このような取組みに敬意を表します。他所から来た印象では，当地は暴力的な行
為にやや寛容な傾向があるかと思います。頑張ってください。

40歳代 男性

41 特にありませんが，ＤＶが一件でもなくなることを望みます。 40歳代 男性

42

子どものとき，父が母を殴ることが何度かあり，嫌な思いをした。自分はこう
なってはいけないと思った。また，剣道，拳法を学び，暴力を振るう相手にどの
ようなダメージを与えるのか分からないで暴力を使ってはいけないと思ってい
る。両親が仲良くあれば，子どもも素直に成長するのではないかと思っていま
す。

40歳代 男性

43

暴力は行為であり，形として残らず証拠が確認できないので，他人が発見するの
は難しいと思われます。プライバシー，逆恨み等の問題を考慮しながら対応が必
要だと思いますので，相談機関もなかなか積極的な活動は出来ないと思われま
す。受け皿のパイ，連絡先，地域が一体となって取り組んでいく姿勢が必要だと
思います。

40歳代 男性

44 配偶者暴力防止法を知っていなかったことがショックでした。 50歳代 男性

45
夫婦間であっても理解していても，日常の言い合いや，トラブルはつきもので
す。度が過ぎるといけませんが，日常のいろんなことにお互い気配りがあれば改
善できるんじゃないでしょうか？ご苦労さまでございます。

50歳代 男性

46

夫婦や男女関係において，お互い思いやりの精神があってこそうまくいく。とこ
ろがこれがない人が増えている。悪い男にひっかかった女性の避難場所と，暴力
を振るうような男は厳しく取り締まるより方法はないと思う。そのような男に近
寄らないことである。

60歳以上 男性

47 司法の介入があってもいいと思う。 60歳以上 男性

48

家庭内暴力や男女間の暴力は人間の本能的行動であり，抑圧するには，各自の理
性に待つしかないと思う。暴力に至る過程に，すでに踏み込んで防止するには不
可能であり，暴力沙汰が表面化してその後の防止の対策を立てることが大切で
す。世間体もあり，表に表れることの少ない暴力は，始まる初期に対処が必要で
はないか。被害者ばかりの立場でなく加害者の側に目線を置くことも解決の道が
あるのかもしれない。

60歳以上 男性
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49

暴力は心と生活にゆとりがないから子供たち（弱い者）に向けられて，最後には
痛ましい結果になってしまう。夫婦で一生懸命働いて私達が子供のときに親から
してもらったように，ささやかではあったけど年中行事，誕生日であったり，ひ
な祭り，五月の節句，貝堀り，十五夜，クリスマス，お正月，それに親も一生懸
命になった運動会等々。親にしてもらった事は忘れずそれを自分の子供たちに
（決して大げさではなかったけど）してきた。又それを子供たちが孫に伝えてい
くんだと思います。それが心のゆとり，思いやりにつながるような気がします。
そんな世の中になってほしいですね。

60歳以上 男性

50
信賞必罰主義をもっと徹底して，配偶者からの暴力を防止し，被害者の保護を
図っていく必要がある。単なるお題目を唱えるのではなく，厳罰主義をを徹底す
べきと思っています。

60歳以上 男性
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■ 行政に対する意見や要望

No. 回　　　　　　　　　　答 年代 性別

1 この結果を知りたいです。答えっ放しではなく。 20歳代 女性

2

アンケート等による市民の意見を聞くことも大切だと思うが，この様な内容の被
害に遭っている方たちに対し，信頼できる情報と確実な個人情報の保護，被害者
の保護も徹底していただきたい。被害者支援の充実を頑張っていただきたいと感
じる。

20歳代 女性

3
新聞などで，ＤＶやストーカーを防止する法律があるのは知っていましたが，き
ちんと生かされているのかよく分かりません。もっと具体的な支援策を立てて
いってもらいたいです。

20歳代 女性

4
何かないと警察は動けないと言うけれど，何か起こる前に動いてもらえるような
法律を作って欲しいです。

20歳代 女性

5

暴力を振るう側・受ける側ともに心のケアが必要だと思う。そのために必要な施
設の開設及びそのＰＲを行って欲しい。家族団らんの時間や機会を各家庭が増や
せるような工夫をするべきだと思う。家族が一緒に過ごす時間を作るために，会
社に対して労働時間の改善を求めたり，特別休暇が認められるような措置をとっ
たりして欲しい。

20歳代 女性

6

私事ではないが，離婚後，社会保険から国民健康保険へ変わるとき，元夫の会社
から社会保険が切れましたと書類をもらわないと国民健康保険に加入できない。
「元夫と連絡を取ってください」と言われるが，取ってしまったら，連れ戻され
てしまって，それは怖いからと言って未だに保険加入できない人がいる！本人確
認があれば保険加入できるように手続を少し考えてもらいたい。暴力を振るわれ
て警察を呼んでも注意だけで終わって帰ってしまう。警察が来たときは暴力はお
さまるが，帰った後すぐ「お前がうるさいから警察が来た」と暴力が始まる。警
察もすぐ帰るのではなく帰るふりでもして10～15分くらい玄関の外で様子をうか
がって暴力を始まった時点で何らかの対応をして欲しい。

20歳代 女性

7

私の知人の話ですが，だんなさんが，お酒を飲んだときに癖が悪く，暴力とまで
は言わないが，物にあたったりということがあるそうです。その友人はそのとき
は怖いので，何も言わずにいるそうです。子どもも1歳になったばかりなので，
将来子どもがいるときに物にあたったりする姿を見せたくないと言ってました。
普段はとても良い人だそうです。酔った次の日，本人は覚えてないそうです。そ
の日だけでも泊まれたりできるところがあればいいのではないかと思います。離
婚は考えてないようですが，いつまた暴れるか分からないと不安がっているの
で，そういう”施設”があればよさそうです。

20歳代 女性

8
周りに配偶者からの暴力を受けてる人がいないのですが，公的に支援する仕組み
として，緊急時の避難所を設ける，あと，生活費の援助制度を充実させるのは，
一つでも被害者にとっての不安を取り除くのは大事だと思います。

20歳代 女性

9

今まで暴力は誰からも受けたことはないですが，友人で以前暴力を受けてもずる
ずると付き合ってる人もいたが，暴力を受けてもそれを愛情だと思って，別れず
付き合ってる人とかもいるので，いろんな人がいるなと思いました。結婚して暴
力を振るわれていて，お金や子供のことを考えて別れられない人もいると思うの
で，一時的にお金を援助したり，家を貸したりするシステムがあったほうがよい
と思う。相談だけでは相手の暴力はおさまらないので，警察も協力して中に入っ
たり，相手が付きまとってこないように守ることも大事と思う。

20歳代 女性
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10

私自身はＤＶ被害を受けたことはないが，世間の女性で悩んで苦しんでいる人た
ちがたくさんいると思います。法律についてもあると分かっていても，いざ被害
にあったと時，どのような手順どこに相談すればいいのか全く分からず，泣き寝
入りしてしまう方々も（私も含めて）いらっしゃると思います。もっと，世間の
人たちに分かりやすく公表してはいかがでしょうか。このアンケートをもとに，
これからももっと，平和で暮らしやすい世の中になることを願っております。あ
りがとうございました。

20歳代 女性

11
この様な制度（相談窓口や法律）があるということは良いことだと思う。この様
な制度があることを広く知られるようにして欲しい。また，しっかりとしたバッ
クアップをとってほしいと思う。

20歳代 女性

12 対応が冷たいように思います（電話等）。 30歳代 女性

13

この封筒が家に届いた時点で内容が想像できました。私は，このアンケートを
ゆっくり記入することができましたが，本当に暴力（強い）を受けている方は，
この封筒も相手に捨てられているかもしれませんし，「何かお前が言ったんじゃ
ないのか」など責められている人もいるかもしれません。もう少し，封筒の工夫
が必要だと思います。友人の中には，車の中のトランクに押し込められたり，崖
から”飛び降りろ”と強要される友人もいました。ＤＶの法律や罰則について，
もっと地域に広める必要があると思っています。よろしくお願いします。

30歳代 女性

14

「男女共同参画」という言葉の内容が，いまいちピンときていません。勉強不足
の私が良くないのですが，もう少し，分かり易い内容の推測し易い言葉にしてい
ただければ，理解度も高まるのかな？と思います。パートナーからの暴力に悩ん
でいる人は，誰にも言えず，一人で悩んでいるのでは？助けてあげてほしいで
す。

30歳代 女性

15

配偶者からではありませんが，私は母が問4の①～⑨全て受けてきたのを見てき
ました。つまり，子供の立場である意味暴力を受けてきた，ということになると
思います。配偶者，あるいは恋人からの暴力，という視点ではこのアンケートで
はほとんどお答えする問はありませんが，子どもが両親を見てきてどうだった
か，という視点で同様のアンケートをした場合，また違った（一段掘り下げた）
内容や結果が出るのではないだろうかと思います。（本人は暴力ではないと言っ
ても，周りからは暴力であると認められる，とか。）このような地道な活動は是
非続けて頂きたいと思います。

30歳代 女性

16

先日，深夜帯の番組で，鹿児島のＤＶに対する保護している方々の活動を見まし
た。親身な気持ちに感動しました。保護直前に殺された方のことも出てきまし
た。胸が痛みました。残念でした。警察の早い動き（初動）も含めて，保護への
簡素化をして欲しいと思います。私自身は幸いＤＶにあったことはないのです
が，そういう状況にある人が，少しでもなくなればと思います。

30歳代 女性

17
暴力を受けた場合，すぐ保護してくれるところがあればいいと思う。電話をすれ
ばすぐ保護してくれれば安心すると思う。もし，逃げ出しても行くところがなけ
れば，同じことの繰り返しになると思う。

30歳代 女性

18 困っている弱い女性は助けて欲しい。殺されてからは遅いと思います。 30歳代 女性

19

公務員でも男性の育休取得率がとても低いとマスコミ報道で聞いています。鹿児
島市役所はどうなのでしょう？鹿児島は未だに古い体質（男尊女卑，男は仕事の
み）が強く残っているようですので，どうぞ，民間の模範になるよう，市役所内
部から男女共同参画に力を入れてください。

30歳代 女性
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20

現時点では，国，警察，施設など，あてにならないような気がします。今後，取
組みをされるのでしたら，職員の方の教育なども必要になるのではないでしょう
か？ある程度の（独立した）権限も必要ではないでしょうか？そのための税金の
増額は納得できると思います。

40歳代 女性

21
住民基本台帳から無作為に選んでるようですが，関係ないものにとっては不快な
思いをするだけです。アンケート方法ではなく，この問題に悩んでる人が相談で
きるような環境づくりをしていくことが必要だと思います。

40歳代 女性

22

結婚生活の中で，自分達夫婦の問題ではなく，その周り兄弟などにより，自分達
の生活がそれにより荒立ちます。どこの家庭にも多少ともあると思います。逃げ
出したくなったり，でも主人が悪いわけではないとか，あんまり考えないよう
に，子どもも成長してくると，何とか暮らしてきたと思います。夫婦の間に入り
込むのはなかなか大変と思いますが，自殺したり，どうしようもない方には手を
差し伸べていただきたいと希望します。

50歳代 女性

23
最近，身近な人から被害の最中について相談機関への相談カウンセリング等の状
況を聞きました。本人，子どもの恐怖感はすごいものです。相談機関の増設，連
携の強化，被害者を守ってくれる体制作りを強く望みます。

50歳代 女性

24 行政には期待していません。 50歳代 女性

25
男女共同参画といってもまだまだ社会的にも女性の立場は弱いことがたくさんあ
ります。どうぞ，法律で決めていただいて，女性が皆，自分の意見が言えるよう
に，そして，幸せな生活が送れるようになればいいと思います。

50歳代 女性

26
形だけのことでなく，内容がしっかりした真剣な取組みをして欲しい。お役所仕
事なら，経費の無駄なので，やるならば内容のあるもので。ジェンダー取組みの
セミナー受講いたしましたが，机上の空論と悲しかった。

50歳代 女性

27
本当に行政が真剣に考えておられるなら，もっとマスコミ等を使って広報すべき
ではないでしょうか！？

50歳代 女性

28 意見を生かして欲しい。 50歳代 女性

29

知人に暴力を受け，逃げて帰鹿した友人がいます。子供も危害を受けたので，父
親が上京し，離婚させました。男性はなかなか印をつかなかったようでした
が・・・・。身一つで子供3人と帰ってきましたが，職があるわけではなく，落
ち着くまで大変でした。ご両親がおられたので，何とか生活していましたが，親
がいなかったらどうなっていたのか。相手はお見合いで一緒になりましたが，女
の子はいらない，子供は男だけでいいという人で，生まれた女の子3人に，殴る
蹴るの暴力を振るっていました。生まれたばかりの赤ちゃんも叩いたそうです。
これではということで，逃げるように帰鹿しました。こういう人たちに何らかの
資金援助がしばらくあれば，助かるかなあと思います。働いて子供3人を育て上
げようとしているのですから援助して欲しいし，制度があればＰＲがほしいと思
いました。

50歳代 女性

30
問いの程度と回答の程度のギャップがある気がして，記入しづらい点がありまし
た。

50歳代 女性

31
転居したばかりで，このアンケートが届きました。本当に無作為ですか？以前も
転居したばかりで市役所等からのアンケート調査書類等が来たことがあります。
他の市町村でしたが，今回もまたかという思いです。

50歳代 女性
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32

人間，誰であろうと最低限度の生活を営む権利があります。どうぞ，本来なら心
の暴力，身体の暴力はないことを望みますが，そういう行為で被害に遭われた方
が少しでも解決策があるなら，早いうちに対策できる行政をお願いします。その
ためには，やはり仕事場の確立ではないでしょうか。金銭で心のゆとりもなくな
り，そういう行動になるものではないのでしょうか？難しいですね・・・・。

50歳代 女性

33

35年も夫婦をやってるから，このアンケートは私にはあてはまらない。ケンカを
するときもあれば楽しいときもある。ごく普通の夫婦です。○を付けるのは困り
ました。もっと，虐待を受けている子供たちに聞いた方が良いのではないでしょ
うか？もしくは，暴力行為をする者からのアンケートの方が参考になるのではな
いでしょうか？（たとえば塀の中にいる人達とか）

50歳代 女性

34
携帯サイトのチェック。インターネットやテレビ，映画等の放映の内容チェッ
ク。特に暴力・けんかシーン，性に対する等制限をしてほしい。

60歳以上 女性

35
お疲れ様です。あまりアンケートになっていません。ごめんなさい。配偶者もい
ませんので，今の世の中怖いです。どうか，町が明るく楽しく過ごせるようにお
願い致します。

60歳以上 女性

36

無作為に選ばれました一人として，少し意見を・・・・。私は年齢80
歳・・・・。このアンケート用紙の内容には相応しくないのでは・・・と思いま
した。無作為という中に，やはり年齢的な面も考慮に入られると良いのではない
でしょうか・・・。いただいたアンケート用紙が必要とされる方のところへ届け
られていたらと思いますと，もったいない気がいたしました。

60歳以上 女性

37
身近にそういうことがなければ，なかなかピンとこないものです。定期的に問題
提起や啓蒙していただければありがたいです。

60歳以上 女性

38

私の主人は基本的には優しい夫です。けれども，精神的に幼く，未熟で自分の感
情のコントロールがうまくできず，私は子どもに八つ当たりをするようです。本
人は，そのことに気付いていず，私に指摘されて，かすかに自分のしていること
に気付くようです。本人も，自分が短気であることを認めており，その性格をど
うにかしたいとは思っているようです。けれども，感情のコントロール，我慢を
するということがなかなかできず，夫婦喧嘩をします。つまり，私の言いたいこ
とは，現代の人は，戦時中を生きてきた方々と比べ，生活が豊かになり，贅沢を
し，我慢するということを知らない。又，人と人とのつながりが希薄で，人のこ
とを思いやり，助け合うということ，自分のことを犠牲にして，何かを守るとか
いう心を忘れてきていると感じます。生活が豊かに便利になり，生きることに困
らなくなった（人とのつながりを必要としなくなった）結果だと考えます。豊か
にそして便利になった代わりに，人の心と自然を失い，地球の温暖化（環境破
壊）へとつながっていると思います。一人一人の力は小さいけれど，一人一人
が，便利を求め，人の心を失っていくことで，地球全体の大きな問題へとつなが
るのだと思います。もっと子どもの教育や大人の社会の中で物を大切にする仕組
みをつくってください。それがいつかは人も大切にすることにつながると思いま
す。まずは自分の身の回りの物を大切にすることから！ＰＳ．先日，太田総理
（ＴＶ番組）のゴミを出さない政策の話，とても良かったと私は思いました。長
い文章読んで下さりありがとうございました。より良い鹿児島を，宮崎に負けな
いくらいエコな鹿児島を作ってください。

39

家庭という外部の人には分かりにくい場所で発生している暴力について少しでも
速く気づいてあげる為の地域間の連携が大事だと思う。また，相談したくても誰
に相談していいのか分からない人も多いと思う。より多くの人を助ける為にもっ
と積極的にＰＲ活動をして欲しい。行政のできる範囲は限られていると思うが，
その中で少しでも相手の立場に立って迅速かつ丁寧な対応を期待したい。

20歳代 男性
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40
返信用の封筒をもっと大きくした方がいいと思います。鹿児島市のお役に立てて
光栄です。

20歳代 男性

41 質問の内容にセンスがない。分かりにくい。まともなデータは取れないと思う。 30歳代 男性

42 このアンケートの結果を誰もが知ることができるようにしてください。 30歳代 男性

43
質問に対する答の選択が複数あるのはいいが，各質問ごとに意見等，書き込める
スペースをとっても良いのでは。選択の中から選ぶだけでは本当の内容が見えて
こないと思う。

30歳代 男性

44

ストーカー行為は被害者に対し加害者が他人の目の届かないところで行われるこ
とが多いと思われます。または，第三者がいても“見てみぬふり”をしたり，黙
認したりというケースもあると思われます。こういうストーカー被害に対処する
ために，被害者救済のため警察以外にもストーカー行為を行う者の現場を押さえ
ることができる機関を増設したり， “見てみぬふり”をする第三者にも罰則を
与える等の法律強化が必要であると感じております。

30歳代 男性

45
こんなアンケートで集計するだけの仕事をしないでもらいたい。このアンケート
でけんかになった。

30歳代 男性

46
私は育児休職をとりました。サラリーマンなので，とても大変でした。休職に入
るまでの事や，入ってからの事など，男も育児はした方がいいので，もっと育児
休職がとりやすい社会になってほしい。

30歳代 男性

47

基本台帳から無作為に選び送付するのではなく，多数ある，市の施設に講習，定
期検診等，受けに来た方々に配布し，その場でアンケートに答えてもらい，回収
した方が郵送料等コスト低減が図れる。ＤＶを受けている方には切実な問題では
あるが，ほんの一握りのために市が積極的に推進するのはやぶさかではないが，
もっと強く推し進める課題は多々ある。（少子化や子供の医療費等）

30歳代 男性

48
アンケートの内容がどちらかというと女性向けで男性にとっては回答しづらい。
単なるけんかとの区分が設問の内容では判断しかねる。

40歳代 男性

49 弱者を救える市政であってほしい。 40歳代 男性

50
女性への質問が大半じゃないですか。私は男性であまりあてはまらないような気
がしました。

50歳代 男性

51
警察や相談所に相談しても暴力やストーカー行為が繰り返されている話をテレ
ビ・新聞等で見聞きすることがあるようですので，相談を受けたらしっかりと適
切な対応とその後のフォローを真剣にやってもらいたい。

60歳以上 男性

52
隣組のつながりの強化を図ることも必要かと思います。隣組は教えられたり教え
たり，多少の行き過ぎもあるかもしれませんが，隣は何をする人ぞでは？

60歳以上 男性

53

テレビでの行き過ぎた報道のないように，放送局に対する厳しい処分（視聴率を
上げるために，どんなことでも放送するような昨今に腹立たしい）。男女共同参
画行政からも，テレビ局に要望して欲しい。相談に対しては，どんな小さな事で
も親身に対応して早期に解決するように粘り強く対処くださるように，あらゆる
行政に要望願います。

60歳以上 男性
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54

配偶者からの暴力の社会的背景を考えないと，単なるアンケートの結果から，何
も得ることはできないのではないでしょうか。生活していく上での，経済性，社
会性において，格差はあってもある程度の生活が送れる社会の仕組みや人材や人
に対する尊敬，感謝の念があれば，あるのが当たり前の教育をすることが大切で
ある。他人との相対的な比較，競争の社会で生活するより，人を愛し，愛され，
頼られ，頼る，それぞれの個人，個性を重んじる社会にすることの意識改革が必
要である。男女共同参画行政推進と言われている当局でも，業績評価，人事考課
など正当に行われていますか？市役所の職員の方々の意識はどうだろうか。（調
査して対策や行動計画を作り，内部から醸成してみては如何でしょうか。）デス
クワーク（パソコン）で統計学的には理解できても，現場での五感で体験し，体
得できる資源（情報）は，他に変えがたい。もっともっと社会で汗をかいた行政
を望む。

60歳以上 男性

55
アンケートの質問の内容について，男性用と女性用が一緒に記載されていると思
われます。これを男性用と女性用の質問内容に区分してはいかがですか。回答に
困った事項がありましたので，書いておきます。

60歳以上 男性

56

無作為アンケートでも，余り高齢者の回答は参考にならないと思われるし，体調
不良や視力障害などで回答に難渋する者もあると思われます。効率的な調査，予
算節約も大事でしょう。男女共同参画も要は「お互いへの思いやり」だろうと
思っています。親が仲良く円満な家庭であることが基本でしょう。

60歳以上 男性

57
この様なアンケートより，困っている人々のために色々な周知の方法があると思
います。その努力の方が早く必要なのでは？

60歳以上 男性

58
現状は弱者に対する増税等貧苦を強いる政策に起因していると思われます。まず
生活安定の解決を図らなければ，行政がどんなよい施策を考えても問題解決は難
しいと考えております。

60歳以上 男性

59 こんなくだらないアンケートはするな。 60歳以上 男性

60
この質問は主に女性側から見た質問で，男性は答えにくく，あまり参考にはなら
ないのでは。女性だけでよかったのではないでしょうか。

60歳以上 男性

61

男女共同参画計画の推進にあたり，「配偶者からの暴力」の有無のアンケートの
意図が理解できない。アンケートの内容が精査されているのか？この様な内容で
男女共同参画行政のねらいがよくわからない。本質的男女行動参画計画の中味が
よくわからない。

60歳以上 男性

62

入札しないで，自分達でこんな文章位考えて，コピーを使って少しで経費を安く
積もり，老人達に還元しなさい。自分達のフトコロ具合が減ると思ってもう少し
考えること！アンマリだよ。公務員たる方は，アンケートを下請けに頼まずに，
自分達の頭で考えて，経費を無駄遣いするな！自分達がするのは，何でも通る考
えは，市民を主に考えてないことだ。何千万も使うのだったら，年寄りにもっと
工夫しろ。どうしても，こういう書類を見ると，考えが甘い。会社の場合，自分
達で考える。上役にほめられようとしてやってるとしか思えないことだ！今の時
代だから，アンケートがどういうふうに使われるか，市民だよりに出したら？
（三分の一の経費で税金を少なく使うこと！）※たったの1人だけだろうが，甘
い考えだからクレームとして書いた。

60歳以上 男性
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63

現在日本国内で，テレビ・新聞などでご存知のとおり，各家庭内において大変な
事件が発生しておりますが，いろいろな問題がありますが，増加を防ぐ方法を考
えていかないといけないと思います。毎年，役所・デパート・その他の場所にて
人権相談などもあります。その一つの方法と思います。また，市では男女共同参
画都市かごしま宣言されております。各自が民主主義をもう少し理解して，まず
明るい家庭にして，社会へ貢献して，日本の政治面において教育，就職，景気回
復面に力を注いで，日本が変わることを願っています。

60歳以上 男性

64

このアンケートに回答ができない場合に何らかの連絡をすることについて必要が
あるのかないのか，連絡をする場合どうするか，何も書いてないのはどういうわ
けですか。回答できない場合は放置しておいて良いということでしょうか。な
お，女性に対する暴力や不平等があるのは女性を劣った者，弱い者として見る男
性側の差別と偏見意識です。男性が女性を対等に見て対等に対応する意識が社会
に定着するような対策が必要だと考えます。意識の変革がない限り何も変わらな
いと思います。子どもから大人まで，徹底した教育や啓発を行うことが基本だと
考えています。

65

ムダにお金はかけずに本当に危機的な状況の人を救うように努めてほしい。アン
ケートは有効だが，担当者の意識が低い又は考えが偏っていることの表れだとも
とれる。弱い人が自立できる仕組みを目指して欲しい。乳幼児医療費の助成に関
して窓口で立替払い（口座振込）は二度手間である。窓口での支払いなりに改善
をお願いしたい。

66

内容を読み，検討しましたが，一般的家庭で男性の立場（宛名本人回答と指定が
ある）で，回答できる内容ではないと考えます。この内容のアンケートは女性を
対象とすべきではないかと思いますので，回答は控えます。もちろん，内容の一
部には男性を対象とした案件があるのは認めます。

67

1．知的障害のある人にこの様なアンケートの回答は無理です。2.年金は低い
方，就職はできない，福祉手当はもらえない，結婚もできない，親亡き後が心配
です。3.現在も家庭内離婚状態になり，経済的にも精神的にもとても辛いです。
運命！！私のような母親に対し少しでいいから情が欲しい。
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1
やっぱり子供の頃からの教育が大切だと思います。暴力・セクハラのない世の中
になってほしいです。

20歳代 女性

2

メディアで人をたたく，蹴るなどする様子を見て，ツッコミだとか，ネタだとか
言って，大人も笑って過ごしている。それを見て，子ども達に暴力はダメだと
言っても理解してくれるのだろうか・・・・と思う。子どもの教育の中で，男と
女の違いや，協力の仕方など考える場を与えていくことも必要なのではないかと
思います。

30歳代 女性

3

暴力を受けるのは，自分が悪いからだと考える女性（男性）がいて，我慢を続け
ていることで相手はますます増長するのだと思います。暴力を受けることは嫌な
ことだという認識をもつような教育が小学生のころより必要なのかなとも考えま
す。

30歳代 女性

4
男女共同参画については，遠まわりではありますが，「教育」が最も効果がある
と思います。大人になってから考えや意識を変えてゆくのはなかなか難しいと思
うからです。

30歳代 女性

5

最近の小，中学校の授業参観は，だいぶ参加が少なくなったように思います。主
婦が子育てに専念できるだけの給料を夫がもらってきたら，もっといい世の中に
なるのではないかと思っています。次々に電化製品や携帯が出てきて，買い換え
たくなり，また，子供の教育費も中学校になったら塾通い，ゆとり教育の時代か
らか，数学などは特に塾でやり直し授業も，幼稚園や保育園で小学校も親同士が
もっと顔を合わせ，忙しさの合間にお互いの悩みを交換できる場があったらもっ
と良かったのではなかっただろうか。子供が淋しい思いをしないように，家でい
つも一人ぼっちにならないように，子どもの心を大切に考えてくれる社会になっ
てほしいと思う。

40歳代 女性

6

私は他県から，鹿児島生まれ育ちの夫のもとに来た者ですが，実家との違いに随
分驚きました。鹿児島県は男性を大切にたて，女性は辛抱強く，働き者・・・・
が求められているように感じます。男も女も意識を変えないと，変わらないと思
います。若い世代の方では，そうなさっているでしょうが・・・・。黙ってつい
て行くのが美徳のような考えを，女性が持っているのでは，むしろ男性らしい人
間は出来上がらないと思います。良きパートナーとして，互いに尊重して，助け
合うには，幼い頃から一人の人間として，男も女も自立できることを目標に，教
えていくことが大切だと思います。力の強い男性は，力を良い方向に用いる自制
を，口が達者な女性は，その武器をどこで用いるかの知恵を身につけられるよ
う，幼い頃から教えてあげたら・・・・と思います。ＤＶやストーカーは，原因
も様々と思いますが，緊急避難的な保護とともに，相方ともに，自分をきちんと
見つめなおせるプログラムで，教育されることが必要では・・・・と思います。
女性がきちんと権利を知り，ふさわしく訴える術を身につけることで，子供の代
へ，同じことが繰り返されないよう，努めることは大切と思います。人と人が辛
抱強く意思を通わせる努力を忘れないような教育は，最も大切と思います。良い
行政，企画に感謝します。頑張ってください。

50歳代 女性

7
暴力は良くないと，まずは家庭，学校，世間全体で考え，教育，ＰＲが大事。
又，加害者には反省を求める意味でも罰則が必要と思う。弱い者いじめをしない
教育を広めるよう，お願いします。

50歳代 女性

8
もう少し，教育分野に非暴力教育や，男女共同参画に関した教育を積極的に取り
入れて欲しい。（小学生～大学生およびその父母も含めて）

50歳代 女性
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9

親自身が子供のためにできることを一生懸命に，そして，子供の話をよく聞いて
理解してあげ，やはり，めり，はりをつけ，いいことはオーバーにほめ，そして
悪いことは悪いと厳しく注意，何といっても愛情を持って口で言わなくても子供
は誰でも肌で感じることだと思います。いつの日もそれが大事であり，他の人に
も優しくなれるのではないでしょうか。それがやがて，社会に出たときに。何と
いっても小さいときの家庭の育て方。

60歳以上 女性

10

社会は，男女の各々が持っている能力で，お互い相手を思いやる心で協力するも
のだという教育を，幼少期からした方がいいと思います。今の年配の男性は教育
がなされていませんので，何も気付かずにお手伝いが出来てないようです。子育
て，老人介護は女性だけのものと思い込んでしまってる人が多いと思います。教
育が大切だと思います。そして，男女の能力，役目は違うことも。

60歳以上 女性

11

この世の中で事件が起こること，元（根）を正すと家庭，親，しつけが根本だと
思います。各家庭を仕切る親が責任をもってよく語り合って，子供も育て
て・・・・。また，その子がよく育ってくれて，大きくなり家庭を作り，環境づ
くりを率先して欲しいです。まずは親御さんをお説教して欲しいです。無理なこ
とですか？

60歳以上 女性

12
幼少の教育，あいさつ，善悪の判断等，基本的な教育を親，周囲の大人が教え，
導く環境が必要であると思う。がまん，忍耐の方法を自分で見つけることが必要
であると思う。

20歳代 男性

13

一番大事なのは，家庭でのしつけ，教育だと思います。（特に夫婦の仲が良いこ
とが大切だと思います。）家庭で解決できるときに，公的支援が必要。とにか
く，被害者（特に女性，子ども）を守ることが一番必要だと思う。加害者は幼少
時の家庭に問題があるのではないでしょうか？我々は当然夫婦喧嘩をしたことは
ありますが，子どもの前ではした事はありません。

50歳代 男性

14

現在の40歳くらいまでの男性，女性を見ていると，社会常識の欠如が認められ
る。（世の中のルール）子どもの教育に対しても，しつけができない点が多く目
に付き，また，その子どもも教育ができないのが現状であるように思う。これか
ら将来を考えると，人材育成の面からして，行政がしっかり子ども達の親の教育
を実施してもらいたい！！（家庭生活についても同様である）昔の日本人らしい
家庭環境に戻して欲しいと思います。子どもが何をしようと叱らないし，注意し
ない，これで両親と言えるのでしょうか？年少の頃から正しい教育又はしつけを
希望します。

60歳以上 男性

15
現在の社会の状況をみると，根本的に，家庭のしつけや学校の教育の在り方に疑
問を感じます。

60歳以上 男性

16
夫婦，恋人同士でどうしていがみ合うのか分かりません。成人教育の機会を増や
して明るい社会になるよう推進課の踏ん張りをお願いします。

60歳以上 男性

17

現在少子化が叫ばれていますが，上は殺人から暴走族，不良行為が数え切れない
ほどあります。このように育つ子どもが多く生まれても，何もなりません。以上
のことから，教育が大事と考えます。安部総理大臣の唱える教育方針に大賛成で
す。

60歳以上 男性

18

戦後，「お金」万能主義とともに，自己中心的な世風につれて，いろいろ兇悪な
事件が多発している。親子の愛情，兄弟愛，「向こう三軒両隣」の愛情，今，小
学校，中学校，高校では，点数にならない「これらの愛情」の育成はどうなって
いるのだろう。家庭での孫達への「相手を思いやる心」の育成に努めようと，こ
れが暴力への第一歩となると信じています。

60歳以上 男性
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19
人として生きていく上で大切なことは，世の中の決められたルールを守ることが
大切だと思います。それには，幼い頃より，いい事・悪い事をよく教え指導して
いくことが大切です。教育が大きな役割を持っておることを痛感しております。

60歳以上 男性
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1

私は，非常勤の職員として働いています。非常勤とはいえ，常勤の正職員と同様
に仕事も割り当てられていますので，規定にあるとおりの休日など取れるはずも
ありません。いただける給料は，同じ団体で働くアルバイトの方より少し多い程
度。ボーナスと社会保険がつくだけ”まし”というくらいです。この様な条件で
働いている女性が数名います。非常勤であるのに，実際は土・日・祝くらいしか
休めませんので，もっと条件の良い仕事に転職しようにも，求職活動をする時間
は限られています。個人の資質や企業風土もあるでしょうから，ここでこのこと
を問題にするわけではありません。ただ，女性の社会進出といって，法律や環境
が整備されても，そこからこぼれ落ちる人間がたくさんいるのです。いくら立派
なことを言っても，社会には「女は結婚，家庭」という考えが根強く残っていま
す。それ故，短期労働者や低賃金の女性に対して行政や企業は本気で対策をとろ
うとしないのでしょう。好きでパートやアルバイト，派遣，契約社員などをして
いる人もいるでしょうが，本当は，多少仕事が大変でも社会で考えられる一般的
な賃金を受け，正当な評価を受けることのできる仕事をしたいと思っている人が
大部分ではないでしょうか。就職をする際に，キチンとした仕事に就かなかった
自分が悪い，努力不足だといわれれば全面的に否定はできませんが，社会全体と
して女性が働くことに対してもっと理解する必要があると思われます。このアン
ケートは，ＤＶ，セクハラ等がメインのようですので，多少ピントのずれた回答
かもしれません。また，アンケートの分析をされるのも，市職員の方でしょうか
ら，「自分達のようにちゃんとした職場に就職しなかったくせに，こんな文句ば
かり言って・・・」とお思いになることでしょう。ただ，自分達が普通，基準で
はない，という姿勢を忘れないでいただきたいのです。ＤＶや性別による問題
（就業を含む）は非常にデリケートです。個人の思いにとらわれることなく，で
きるだけ多くの立場や年齢の人の意見を聞き，市民のためになる施策を打ち出し
ていただきたいと思います。この用紙も，郵便料も，今読んでらっしゃる時間
も，全て税金です。よろしくお願いします。

30歳代 女性

2
もっと女性に対して国が味方になってほしいです。子供がいる女性の働き口を
もっと多く増やして欲しいです。

40歳代 女性

3

職員の中に子どもを抱えて離別し，うちで働いている人が数名います。（優先的
に採用していますので）あまり詳しく離別の原因は聞いていませんが，ＤＶによ
る離別の人が多いようです。働く場を与えてやる為には資格を取らせることが重
要ですので，市は今も色々やっていらっしゃるようですが，もっと仕事の種類が
増やせるように，多くの職種で資格が取れるよう，生活面，資金面の援助をして
欲しいです。例えば，看護師資格等を3年かかってとれるようなシステム作り
等，今は事務や介護等，短期間でとれる資格ばかりの様な気がします
が・・・・。

60歳以上 女性

4
アンケートの内容のようなことは，週刊誌の広告でしか知りません。女性が子育
て前に自立できる道を身につけておいて欲しいと思います。

60歳以上 女性

5
女性がもう少し働きやすい環境を整えて欲しいと思う。特に，40～50代の女性の
仕事は，ヘルパーなどの仕事しかないような気がする。

20歳代 男性
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6

鹿児島では，まだまだ男性が女性を見下したり，馬鹿にしたりすることが見受け
られる。その証拠が，官公署等，民間でも女性の管理職，役員，県・市・町村の
議員の数が圧倒的に少ない，男女平等とはまだまだ言えないと思います。妻は国
家公務員でしたが，結婚しても辞めず，子供を産んでも辞めず，女性で役職に就
いたのも初めてで，いつも先頭に立っていたので風当たりが強く大変でした。お
前が役職に就いたので，おいが成いがならんじゃった等々，いやがらせに沢山あ
いました。やはり，子供に対する教育の中で男女平等を徹底することと，家庭で
父母が子供に，祖父・祖母等に女性を大切にすることを実践する，言い聞かせる
必要があると思います。親や他人を殺すことを平気で行う風潮がはびこっていて
は，ＤＶは根絶できないのでは。

60歳以上 男性
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■ 相談機関に関する意見や要望

No. 回　　　　　　　　　　答 年代 性別

1
暴力行為などを実際に受けている人たちをもっときちんと守ってください。男女
が平等に，皆が幸せになれるようになっていけばいいなと思います。もっと身近
に相談できる人たちがいれば，もっと皆が救われるのではないでしょうか。

20歳代 女性

2

ＤＶを受けていると思われる知人がいるのですが，本当に受けているか分からな
いときに，どこに相談したらよいのか分かりません。学校で，そういう場合に相
談すべき場所を教えてもらえたら良かったなあと思います。中学・高校で教育の
一環として学べたら，卒後にとても役に立つ気がします。

20歳代 女性

3

加害者を変えることは非常に困難だと思います。被害者の支援，保護が重要なの
ではないかと個人的には思います。私は相談窓口がどこにあるのか，全く知りま
せんでした。知っていたとしても，もし自分が被害者になった時，窓口に行ける
勇気があるかも分かりません。もっと，ＴＶや広告等で，被害者1人だけで苦し
むことのないような解決口があるということを知らせて欲しいと思います。

20歳代 女性

4

このアンケートによらず，部屋をのぞかれたり，なにかしら嫌がらせを受けた者
は一生頭の片隅に残っているものです。相談したくてもなかなか足が動かないの
が現状だと思います。また人に言うのも相当の勇気が要るものです。私も今の夫
には言えませんでした。勇気を出してやっとの思いで足を運び，また受話器を手
に取り相談された方に対しての根気の対応をしていただきたいです。お役所仕事
だからと思いながらされていたら，市民の方々は本当に苦しんでいるのだから，
頑張ってください。自分の人生のためにもいい経験になると思います。頑張って
ください。期待しています。

30歳代 女性

5
相談できる窓口のＰＲはもっと必要だと思います。当事者以外の人が，相談して
助けてあげることは可能なのでしょうか。

30歳代 女性

6

私は直接身体的暴力は夫から受けたことはありませんが，周りには現在そんな状
況の方がいます。暴力を受けている本人にとって，全てを許せ，全て話せる人が
いたなら，相談し，協力してもらえて，良い答えが出るかもしれません。でもほ
とんどは，家の中のことで他人には分かりません。日頃生活をしていて，近所と
の交流もしにくく，久しぶりに会った友達にも細かいことまでは話しません。私
の職場には，時々カードサイズの紙に相談窓口のTEL番号が書いたものが置いて
あり，持って帰られる方がいるようです。もっと，色んなところに置いてもら
い，また，具体的な内容のチラシを出してよいと思います。

30歳代 女性

7

実際に暴力で悩んでいる方は，相談に行くことすら怖くて相談窓口になかなか行
けないと思います。あらたまった相談窓口だけではなく，買い物ついでに立ち寄
れるような，身近な場所にＳＯＳの信号を送れる場所を増やせたらいいのにと思
います。親が暴力を振るわれていたら，子供の様子も変わってくると思います。
地域で取り組んでいくべき問題だと思います。（難しいのでしょうが。）

30歳代 女性

8

別居中ですが，夫から「○○家の人間になったのだから勝手なことはできないん
だ」と言われ，話し合いは平行線のままです。思い悩んでいる毎日です
が・・・・，こんな相談でも聞いてもらえるのだろうかと，そんなところから不
安で，相談に行けずにいます。世の中もっと困った人はたくさんいるのでしょう
が，そんな人達が気軽に行ける相談所が増えるといいですね。

40歳代 女性

9
身近に夫からの暴力を受けた者がいましたが，相談窓口を知らず，うまく助言が
できませんでした。もっと一般の人々が知ることができるよう，行政でＰＲして
欲しいと思います。

40歳代 女性
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10
暴力を受けたことのある人は，女性に限らず男性も多いと聞きます。こういう弱
者の人が，気兼ねなく相談できる機関が多くなることを望みます。そして，その
機関がどこにあるのかをも，ＰＲして欲しいと思います。

50歳代 女性

11

若い子育て中の夫婦間で，日常生活の中で，ことばの暴力や，嫌がらせに悩んで
いる事例を何回か耳にしました。若い人達は友人同士で話をしたり，聞いてもら
うことで少し気持ちが軽くなってはいるようですが・・・・。公的な相談窓口に
行って本当に相談したい時があるけど，相手にそれがわかったり，事が大きくな
ると，又，それ以上に悩みが大きくなりそうで，やはり行けないようです。私も
相談窓口はいくつかあることは知っていますが，果たしてどのような対応をして
くださるのか分からず，積極的に勧められませんでした。気楽に話しに行ける様
な相談の場所と，そして，相談される側も相手の身になって話を聞いてくださる
人であって欲しいと思います。若夫婦のドメスティックは子供の虐待にもつな
がっていくのでは？市民の中へ浸透するような取組みをお願いします。

60歳以上 女性

12
法律もでき，立派な施設ができても，まず，すぐ対応できること。119，110番の
ように，子どもでも知っているような電話番号を作り，参画センター何番とか，
婦人相談所は何番だったかなーということにならないようにして欲しい。

女性

13

私は今一人で過ごしています。当鹿児島は，女1人暮らしを軽視する人も時々あ
ります。もっと簡単な方法で，老人の相談に乗ってくれる機関があったらなとよ
く思います。あといくら生きられるか分かりませんが，老人の相談（法律等）の
機関があったらとよく思います。それから，夜中や明け方の3時～4時位に戸をた
たいたりされた時もありました。怖かったです。いろいろな面で老人の心配事等
をきいて対処して頂ける方法はないものでしょうか。心配事のない，誰かが力に
なってくれる，そんな世の中があったらな，といつも思います。足腰は弱まり動
くのは口だけです。色々な事が起こり恐ろしいです。

14

暴力を受けてもどこに相談していいか分からない人，暴力を受けても相談しにく
い人，多々いると思います。なので，このようなアンケート式に定期的にされて
もどのようなものですか！？どこに相談してよいか分からない人のほうが多いで
しょう！？なので，チラシなどで明確に知らせることも大切ではないでしょう
か！？

20歳代 男性

15

全国には暴力を受けたり，けなされたりしても何もできない方が多くいると思い
ます。私も知り合いがそうだったりするからです。鹿児島として，相談できる
サービスのＰＲや対応可能なサービスのＰＲをもっとすべきなのではないでしょ
うか。鹿児島だけは，明るい家庭生活がよりよく送れるよう工夫してくれればと
思います。

20歳代 男性

16

配偶者の暴力により離婚を考え，思いとどまる夫婦は鹿児島にも多いと思いま
す。やはり，女性のほうの相談が多いと思いますが，相談窓口の増設，ＰＲ等は
必要だと思います。その中で，生活の援助，働き先の斡旋等が充実していれば，
悩んでいる方も勇気がもてるのでは？

30歳代 男性

17

様々な計画，施設等，その意気込みは感じられますが，大事なことは，助けを求
めてきた人に対して，親身になって相談に乗り，実際助けてあげられるかでしょ
う。ポーズだけの意識を持った公務員のなんと多いことか・・・・。何もできな
いのなら，むしろ，千円，2千円の現金を渡し，「これしかできませんが，頑
張ってください」と励ました方が，気持ち的には救われるのではないでしょう
か？

60歳以上 男性

18 警察又，関係窓口の相談できる雰囲気作り。 60歳以上 男性
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■ その他

No. 回　　　　　　　　　　答 年代 性別

1

セクハラもですが，「パワハラ」が恐怖です・・・・。パワハラは心の暴力だと
思います！指導の行き過ぎ，というか，権力を私達部下に示し，何を晴らしたい
のでしょうか？？「男女共同参画」どころの話ではなく，人権が尊重されなくな
るような気がします。

20歳代 女性

2 「男女共同参画行政」という言葉を初めて聞きました。 20歳代 女性

3

話は違うとは思いますが，今，子供も大人も老若男女多くの人たちがいろいろな
意味でずれていたり，おかしいと思います。もちろん中にも思いやりや気遣いの
ある方もいて，そういう方に出会ったりすると本当に心が温かくなります。私は
あいさつは最低限のマナーというか，当たり前で育ってきましたので，子どもに
もそう教えていますし，私も主人も行うようになってます。今は，どうしてあい
さつしても返さなかったり，ブスーッと怒ってる人や，何もしていなくても未だ
にくだらなく人のことを言っては群れてる方々がいるのか，正直失望してしまい
ます。

30歳代 女性

4

相手を選ぶのに，生まれた環境や育ちがとても重要だと最近思うようになった。
そんな相手を選んでしまった自分にも責任はあると思うし，自分は子供のために
いい環境で育ててあげたいと思っている。まだ自分が我慢すれば済むことが多い
ので，頑張ろうと思う。今まで諦めが早く，主人を放っておけばいいと思ってい
たが，これからはしっかり話し合いもしていこうと思う。

30歳代 女性

5

世の中では身内による事件がとても多いと思う。隣近所の方々の協力も充分に必
要なのではないでしょうか？事が起きる前は，怒鳴り声や大きな音など何か異変
があると思います。人のつながりが浅くなっている世の中も問題だと思います
が，警察も事件が起きなければ動かないというのは，もっと問題だと思う。

30歳代 女性

6

日々の生活の中でいろんなことが起きてきて，今まで生きてきましたが，夫が職
を辞めたときほど悲しく，せつなく，涙が止まらない日々，夫の心の病と向き合
う生活が続いたときは，ほんと，心が痛みました。今，時が過ぎ，よく考えて見
ますと，もっと夫の心の中を理解してくれる人がいたなら，職を辞めることはな
かったと思います。夫の心の苛立ちとかが，つい，暴言などに至ってしまったの
かな？夫は働くことが大好きで，ほんと，真面目な人です。我が家の生活も一転
しましたが，命を取るか仕事を取るかで追い込まれてしまいましたが，命の方が
大事です。今では家族そろって日々過ごしています。職場で言われた「ダメ人間
だ」という言葉にも，とても涙が出ましたが，それでも家族で支え合って生きて
まいりました。

40歳代 女性

7

昔，昭和35～40年度のこと，ストーカーという言葉はなかった頃，きっと私自身
にあこがれて自宅付近まで来たと解釈しているが，気持ち悪いと思うほどの行為
ではなかったので，当時はストーカー行為と気付いてもいない。現代は多種な事
件が多いので，ちょっとした行為がストーカーと言われたり，加害者にいつの間
にかされることもある。被害者加害者ともあまり世の中の動きにシビアになる
と，余計，世の中から騒がれるので，その点の判断が難しい。男女間の暴力につ
いて。平和に人生を送れる人と，暴力を受け，それに慣れ，人生の生き方を見誤
る人も出てくる。地域をとりまき，昔の「駆け込み寺」のように，弱い者は早め
に救って明るい生活を与えてあげる世の中の動きが必要だ。幸せな生活は必ずあ
る。暴力からは自ら逃げ出す努力をするべき。

50歳代 女性

8
夫婦関係が子どもに与える影響は大きいです。私もその1人です。悪いことが過
ぎましたが，それも私の人生の一部です。

50歳代 女性
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9
色々辛いこともありましたが，無事定年退職でき，子ども，孫に囲まれ，幸せな
老後が送れそうです。

50歳代 女性

10 暴力のない平和な社会を望みます。 50歳代 女性

11 不安を感じても誰も助けてくれないと思います。 50歳代 女性

12
私の年代はこのような男女間の問題は自分達の責任で解決しなければいけないよ
うな時代だったので，質問の内容にびっくりした。程度もあるが，男女の役目が
少し違っていても良いと思う。・・・・古いのでしょうか。

50歳代 女性

13
あまり身近には心配事もなく幸せに暮らしています。でも，若い人達の言葉遣い
が気になります。他の人を大切に思えるような小さいときの環境が大事だと思い
ます。

50歳代 女性

14

行政のこのような取り組みには大変関心があり，何か自分の出来ることはないだ
ろうか，お役に立てることはないだろうかと考えている一人です。教育現場，女
性問題等で役に立つことがありましたら，是非参加させていただきたいとも考え
ています。そのための研修期間などがありましたら是非情報をいただきまして，
勉強し，自分の時間が許す範囲で少しでも皆様のお役に立てればと思います。行
政の方でもそういったセミナー等ございましたら教えて下さい。

50歳代 女性

15 自分の事を含め，相手のことを思いやることも必要だと改めて思いました。 50歳代 女性

16
今回のアンケート内容により（自分自身は家庭生活がうまくいってますので）
色々勉強になることが多かったです。企画された方々，お疲れ様でした。この集
計の結果が何らかの形で効果を奏することができるよう願っています。

50歳代 女性

17
いろいろなことに法律があるということは知っているが，内容までははっきり知
らない。これを機会に考えてみようと思います。

50歳代 女性

18

私なりに古い考えかも分かりませんが，女性は家庭を持ったら，家の事，子ども
の事を第一に考え，お父さんをたてることを子どもに教え，父親ももっとちゃん
とした威厳を持って欲しいと思います。夫婦が仲良くしていると，子どももしっ
かり見習い，良き家庭を築いていくと思います。私も自分の親がそうでしたか
ら・・・。

60歳以上 女性

19

自由とわがままが同じになっていると思う。親は親，子は子，男，女，それぞれ
が自分の立場を自覚し，平等（男女）であることは大切だが，主張するだけでは
ダメなのではないか，と思う。世代の違いがあるかもしれないが，私の世代の者
には男性は男性らしく，女性は女性らしくあるべき姿が必要な気がします。

60歳以上 女性

20
若い頃は色々ありました。私達の時代は我慢しかなかったのです。今は1人にな
り，子ども達と一生暮らせて幸せです。

60歳以上 女性

21
このアンケートの取組みは大変嬉しく思いました。大変な作業とは思いますが，
頑張ってくださったら色々とわかると考えています。

60歳以上 女性

22
最愛の夫を亡くしました。夫婦愛が一番大切だと感じています。子ども達は，親
の後姿を見ています。やさしい言葉も大切です。世の中の皆さんが，思いやりを
持って生活して欲しいものです。

60歳以上 女性

23

主人が生きているときには，苦労の連続で大変だなあと思っておりましたが，い
なくなると淋しいものです。亡くなる前，半年ほど寝付いてしまいましたが，そ
の時に，一生懸命看護できたのが良かったです。でも亡くなってしまうと，もっ
として上げれば良かったという後悔は消えません。

60歳以上 女性

24
いろいろな事はあるにしろ，女性が伸び伸びと生きられる時代になってきたと思
います。残りの人生を，私も伸び伸びと少しでも生きられるよう，努力します。

60歳以上 女性
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25
最近の主婦，母親を公の場で見ているが，まるで女子高生と変わらないように大
声で話しているし，バスの中でも高校生となんら変わりはないように思う。そん
な親が子どものしつけ，夫婦間もうまくいくとは思いません。

60歳以上 女性

26
このアンケートに○をつけながら，自分は幸せだったなあとしみじみ思いまし
た。今，夫は病院にいますので，最後までやさしく見てあげたいと思います。あ
りがとうございました。

60歳以上 女性

27

戦後60年経過して時代の変化と良識の喪失に失望さえ感じます。なぜこんな光の
ない幸せのない時代になってしまったのか驚いています。戦後の男女共学の悪い
面ばかりが世の中にはびこってしまったようで残念です。もちろん女性も優秀な
方はそれなりに発展していかれるべきだと思います。でも女性は女性らしくその
本質を大切にして誠を貫いて生きていけば，それは男性に勝るとも劣るものでは
ないと思います。私共の時代は男性は男らしい勇気と弱い愛する者をいとおし
み，大きな力と心で包み込んでくれるのが本当の男らしい男性でしたし，弱い者
をいじめたりするようなことなど聞いたこともありませんでした。女性は女とし
ての強さと賢さを持って，母性としての任務を果たし，子育てに智力と勇気を
持って一生懸命に子どもの将来の育成に楽しみを持ち生きていましたし，サポー
トしてくれる自分の夫に対して信頼し愛情を持って盡して，温かい家庭をつくり
過ごしたようです。このごろの若い男女の方々にもう少し理性と愛情を持ってく
ださることを祈ります。

60歳以上 女性

28
子供の頃の親兄弟優しく，又結婚しても主人が優しい人で，アンケートに書くよ
うな苦労はしていません。参考にはならないと思いますけど一応書きましたから
送ります。よろしく。

60歳以上 女性

29

女性は男性をたてること，忘れないことだと思います。同等の気持ちでいますと
どうしても男性は感情になるのではと思います。男女平等の時代でもやはり，男
子は男子だと思います。色々な人生縁あってのものです。皆様頑張ってくださ
い。

60歳以上 女性

30 両親の態度，関係を見て子どもは育っていくと思う。 60歳以上 女性

31
年取ってよく分からないところあり。テレビのコマーシャルも分からなく，切れ
目が分からない。早口でしゃべる人は大嫌い。

60歳以上 女性

32

男女同権という言葉，ちっとも好みではありませんので，このアンケートには不
適当な私でした。申し訳ありません。やはり昔のように男は男らしく，女は優し
くありたいと思い生活していますが，それさえ守れず今日に至っています。只，
男女とも家庭においてそれぞれ各自の責任を重く受け止めて，一日一日を重ねて
いけば社会はそれを大きくする根本だと思えてなりません。低脳な私には難しく
分からないことばかりです。このところ特に環境が変わり，1人住まいとなり，
落ち着きがなく問題に的確な回答ができておりません。申し訳ございません。
せっかくのアンケートなのに，どうぞお許しを。

60歳以上 女性

33

今の子供たち20～50歳と大人も入れての方々も，我慢と辛抱がないように見えま
す。道で会っても，朝”おはようございます”も，夜の”こんばんは”も，一日
の始まり言葉もありません。何事も皆さんで楽しい一日を過ごしたいです。話は
変わりますけど，今のテレビ，ラジオを聴いていると，一番上役の議員の皆さん
のお金の使い方，どう思いますか。私達にとっては大きな泣きですね。今日は
色々とありがとうございました。勉強になりました。

60歳以上 女性

34
50年近い昔のことを思い出しながら書きました。私達の若い頃と現代とは余りに
も違いすぎるとつくづく思いました。私達の年代になると，夫婦仲良く支え合っ
て健康でいたいと思うことでした。

60歳以上 女性
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35

夫婦間の問題は大変困難なもので，どなたに相談しても一方だけの意見を聞いて
も両方の意見を聞いてみないと何とも言えないということになり，お互いに悪い
のだからと最終的には自分達で話し合うこととなり，相手は話し合うはずもな
く，うやむやになり，結局立場の弱い者が我慢するというケースが大部分です。
一見幸せそうに見えますが，この様なご夫婦が私の周りにもたくさん居られま
す。辛い悲しいことですが，いかんともしがたく，永遠の問題のようです。私は
辛いことはなるべく忘れるように努力いたしておりますが！これから結婚される
方々が男女平等の幸せな家庭を築かれれば幸いと思います。

60歳以上 女性

36

このごろのテレビ，雑誌等での色々な事件等を知るにつけ，色々な人がいること
を思います。ストーカー等は助けを求めても行政の遅れ，手抜かりを感じます。
人はよく，カルシウム等の不足でイライラするとよく言います。食事をよく考え
てとるようにしたほうがいいと思います。又，金銭の不足もイライラしますの
で，女性もできるなら自分のための金として，パート等（子育てが済んだら）が
できる社会でありますよう，望みます。

60歳以上 女性

37 昔は夫婦喧嘩をよく見かけたけれど，今はその前に離婚が多いと思います。 60歳以上 女性

38

ここでの暴力は男性の暴力を目安にされているもののようにとらえられる。しか
し，男女同権の世の中になって，職場での地位がどうの，家庭の中でもなぜ女だ
けが・・・・とか。我々女性が単純に酔っているだけで，もっと考えなければい
けないのではないかと私は思う。女子供だけの家庭じゃなく，夫婦そろった家庭
で，妻の口達者と心のなさで夫婦間，親子間の大切なものをなくしてしまってな
いだろうか。只，前に出張ってくるだけが女じゃない。自分達より昔の女性は
しっかりと未来のために子供たちを育て，社会を見つめてきていたと思う。男女
共同で良き社会を，そして良き社会人を築いていくべきだと思う。私が女性だか
ら，声を大にして言いたい。私達女性が賢く大きく変わるべき今こそ，リーダー
シップが必要なのです。市民のための総合的な資料の下で，市役所の推進課の皆
様のリーダーシップをお願いします。来年の天璋院篤姫の大河ドラマはきっと鹿
児島の女性に何かを教えてくれると思い楽しみです。

60歳以上 女性

39
家庭内でも暴力が。複雑な社会の仕組みであえぐ若い方たちに，何らかの手助け
もでき得ない私達には。心苦しい思いの日々です。

60歳以上 女性

40

男性は男性らしく女性は女性らしく，自分の立場，義務，自分（女性又は男性）
しか出来ないことを考え，責任を果たす。女性の教育の大切さ。子育ての大切
さ。職場でプロの技術を発揮すること，社会に貢献することも大切ですが，自分
の周りのことも考え，人格の形成に努力して欲しい。生活の中で”娯楽”，”贅
沢”の見直し，人間としてもっと大切な心を養って欲しいです。健全な家庭生活
を，辛抱と忍耐をもって送って欲しい。

60歳以上 女性

41 若い方のご意見を取り入れてください。 60歳以上 女性

42

痛ましい事件，事故の多い昨今ですが，良いニュースが少しでも多く聞ける世の
中になればと思います。結婚生活も苦労の日々が多かったように思いますが，最
後まで仲良く過ごしたいと思います。良い世の中が来ることを希望します（少し
でも）。

60歳以上 女性

43

アンケートを受けて，大した意見でもありませんが・・・・，戦後，急激に世の
中が変わり，人々の生活，心も様変わりしました。小さな社会である家庭の中
で，家族の結びつきも希薄になったような気がします。家庭で子育ての重要さ，
大切さを強く感じます。子供の頃，受けた愛情で人の一生は大方決まると思いま
す。（配偶者に対する愛情にも関係するのでは）人の心は弱いものです。起こっ
たことに対しては，社会の力もお借りして，平和な社会になりますように。

60歳以上 女性
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44

大変すばらしいご計画と思います。私もうすでに年齢ではございますが，これか
ら先の若者に男女に夢多く希望あふれる社会が実現できる基礎固めと思いペンを
執らせていただきました。アンケートの仲間に入れていただきまして感謝申し上
げます。

60歳以上 女性

45
昭和22年結婚しました。男は絶対の権力を家庭でも持ち，何か申すと，義（ぎ）
を言うなの一言でした。これが鹿児島の男なのかと驚きましたが。

46
最近，男女とも軽いノリで交際を行っているようであるが，交際する際，相手が
どのような人物であるかを見極めることが最も重要であると思う。

20歳代 男性

47
私は今までこういった被害を全く受けたことがなく，幸せな家庭で育ってきまし
た。皆が楽しく幸せな生活を送ることが出来ますよう，心からお祈りいたしま
す。

20歳代 男性

48

こういった機会を与えてくれてありがとうございました。今，悩んでいる方々は
周りに相談をされない方が多いのではないかと個人的に思っているので，これか
らも少しでもいろいろな問題点を発見して喚起することができればいいなと思っ
ています。男女同権というのはまだまだだと考えています。某女史のような，常
に男が悪い目線は考えものですが，自分自身を振り返って見ることで，反省した
りすることもありました。あまり参考にはならないと思いますが，本当に悩んで
いる方に，アンケートというのは通用するのかどうか少し不安になりました。

30歳代 男性

49
広報紙で事例の紹介をし，情報不足にならないように皆で情報を共有することが
大切ではないでしょうか。

30歳代 男性

50 別にありません。（両親が大事に育ててくれたことを感謝します。） 30歳代 男性

51

妻の心の中は見ることができないので，すべてを理解することは無理だと思って
います。妻がリラックスできるのであれば，あまり細かいことは言わないように
していますが，難しいです。家事の分担はしていませんが，手伝いはするように
しています。

50歳代 男性

52
男女共同参画行政の理解促進が必要。夫婦の役割分担（本質的に持っている機
能）についても啓発する必要がある。「共同→協働」が必要。

50歳代 男性

53

私は賃貸マンションに住んでいるのですが，同じマンションに住んでいる方が，
はっきり分かりません。妻はよく分かっていると思うので，各家庭の奥さんがよ
く分かっていると思うので，良い付き合いをして，何かあったら感じるように
なったらよいと思う。

50歳代 男性

54
デイケアーに参加しております。治療の中で，グループセラピーがあり，仲間の
話を聴くことが度々あります。されたこと，したこと，反省し，社会復帰に頑
張っています。

50歳代 男性

55 いろんな人がいるのが人間社会。みんなで仲良く暮らすように努めましょう。 60歳以上 男性

56

設問を読み，驚きました。高度成長後の社会変動の結果でしょうか。夫婦間での
暴力が話題になる今日か？とびっくりしました。数年前，県議会で「県内学級で
『ジェンダーフリー教育不可』決議」にも驚きました。そして某講演会では，
「女は家庭に還れ！」と。鹿児島のこの問題でのイニシアチブは貴「男女共同参
画推進課」以外にないようです。鹿児島は「リーダー先導型」の県です（明治維
新しかり）。その先導として，期待をこめて祈っています。今後とも積極的推進
策を願います。でなければ，鹿児島の停滞性はますます激しく，半世紀後には，
「封建県のモデル鹿児島」として歴史上の停滞県のモデルとして指されることで
しょう。

60歳以上 男性
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57

戦中，戦後の家庭は収入は少ないのに多くの子供を抱え，生きる為にみんなが衣
食住を求めて精一杯だったので，暴力や離婚の話を聞くことは少なかったが，平
和で裕福で贅沢になり，共稼ぎも当然となった現在は，お互いの我慢はなく，少
子化，暴力，離婚は近所に知人にそして親戚に数多くなってきた。今のうちにこ
の様な生活を改めないと，贅沢が家庭を壊し，最後には地球を破壊することにな
ると思っている。

60歳以上 男性

58

家庭の崩壊，社会秩序の崩壊から自己中心から自分の欲望だけのために人命を軽
視する，今，誰を，何を信頼してよいのかわからない社会であるように思いま
す。「人命を大切にする社会」，それにはまず家庭の建て直しが第一だと思って
います。社会構成の土台は家庭であり，家庭が父母を中心にお互いを尊重し，助
け合ってこそ社会に貢献でき，それこそ「美しい国，日本」が出来上がっていく
のではないかと思っています。お求めになる意見，要望とはかけ離れているかも
しれませんが，一言したためました。

60歳以上 男性

59 夫婦でよく話し合うことが一番大事と思う。 60歳以上 男性

60
私の場合，子供の頃から現在に至るまで，自分の周りにそのような状況に遭遇し
ていないので，あまり考えたことがありません。

60歳以上 男性

61

男女共同参画社会を変なとり方をしている女性が多い。男性が職場で一生懸命働
いている，それを女性が家庭でしっかり支えようと心がけ行動している女性が少
なくなっている。自分さえ良ければ良いという人間が増えているのも，これが原
因の一つと考える。男が弱くなったのか，女が強くなったのか，どうも変な感じ
の世の中。女は特に若い人は，「なまけ」が増えている。自分本位で他人を思い
やる気はなく，子どもの教育もろくに出来ない女性が多い。身体の栄養は食べ
物，心の栄養は自分以外の人につくすこと。今一度，国民全体の教育を見直す必
要あり。

60歳以上 男性

62
人世の山坂はありますが，おかげさまでこの様なことは起こらず，平凡に幸せな
日々を送っております。問題や答に困ります。戦中・戦後の人間で唯ひとすじの
道を今日まで生きさせていただいています。平和な世の中を祈ります。

60歳以上

63

精神的な不安や恐怖を抱えて日々過ごしている人，心から幸せを感じ，笑う生活
を送ることが出来ない人がたくさんいます。身内であればある程度，どうしよう
もなく，ただただ，自分の中に隠し，悩む人が多いのだと思います。世間体や子
供の将来なども傷つかずに守り，開放してあげられるシステムは本当に大切であ
り，急ぐべきです。親の心の健康は，子の心の健康につながります。
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